
 

調査結果の概要 
 
Ｉ 人口の動向 

 １ 総人口 

 （１）千葉県 

令和５年４月１日現在の千葉県の総人口は、６，３０７，４８１人で、令和４年

４月から令和５年３月までの１年間に２，００５人（０．０３％）増加した。 
令和３年から２年連続で減少となっていたが、増加に転じた。（表１、図１） 

 
表１ 総人口の推移 

年次 総人口（人） 増減数（人） 増減率（％） 

平成 29 年 6,285,160 16,014 0.26 

平成 30 年 6,297,271 12,111 0.19 

平成 31 年 6,308,561 11,290 0.18 

令和２年 6,321,366 12,805 0.20 

令和３年 6,319,128 -2,238 -0.04 

令和４年 6,305,476 -13,652 -0.22 

令和５年 6,307,481   2,005  0.03 
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図１ 総人口の人口増減数及び増減率の推移

増減数 増減率
（単位：人） （単位：％） 



 （２）市町村 

    人口が最も多いのは、千葉市の９７７，０８６人となっている。次いで、船橋市の

６４７，５９７人、以下、松戸市４９７，３４２人、市川市４９２，４８９人、     

柏市４３４，１５６人の順となっており、この５市で千葉県総人口の４８．３３％を  

占めている。（表２） 
また、人口が最も少ないのは、神崎町の５，７１１人となっている。次いで、    

長柄町の６，４０９人、以下、睦沢町６，６９２人、芝山町６，８８３人、鋸南町    

６，９５８人の順となっている。（表３） 
 
 

 
表２ 多い順 

順位 市町村名 人 口（人） 
総人口に占める 

割合(％) 

1 千葉市 977,086 15.49 

2 船橋市 647,597 10.27 

3 松戸市 497,342 7.88 

4 市川市 492,489 7.81 

5 柏 市 434,156 6.88 

    
    

    
表３ 少ない順 

順位 市町村名 人 口（人） 
総人口に占める 

割合(％) 

1 神崎町 5,711 0.09 

2 長柄町 6,409 0.10 

3 睦沢町 6,692 0.11 

4 芝山町 6,883 0.11 

5 鋸南町 6,958 0.11 

 
  



２ 男女別人口 

男女別人口は、令和５年４月１日現在で男性３，１４０，２１１人、 
女性３，１６７，２７０人となっている。令和４年４月から令和５年３月までの 

１年間に、男性は１５人（０．００％）の減少、女性は２，０２０人（０．０６％）の

増加となった。 
また、男女別人口の推移をみると、女性の人口が男性の人口を上回っており、その差

は少し広がった。（表４、図２） 
 
 
  表４ 男女別人口の推移  

(単位：人） 

年 次 総 数 男 増減数 増減率(％) 女 増減数 増減率(％) 

平成29年 6,285,160 3,137,911 7,021 0.22 3,147,249 8,993 0.29 

平成30年 6,297,271 3,143,123 5,212 0.17 3,154,148 6,899 0.22 

平成31年 6,308,561 3,147,608 4,485 0.14 3,160,953 6,805 0.22 

令和２年 6,321,366 3,152,394 4,786 0.15 3,168,972 8,019 0.25 

令和３年 6,319,128 3,150,771 -1,623 -0.05 3,168,357 -615 -0.02 

令和４年 6,305,476 3,140,226 -10,545 -0.33 3,165,250 -3,107 -0.10 

令和５年 6,307,481 3,140,211 -15 0.00 3,167,270 2,020 0.06 
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Ⅱ 年齢３区分別人口 

 １ 千葉県 

    令和５年４月１日現在の千葉県の年齢３区分別人口は、０～１４歳の年少人口が 

７２４，２９９人、１５～６４歳の生産年齢人口が３，８４５，５６２人、６５歳 

以上の老年人口が１，７３７，６２０人（うち、７５歳以上９４８，７９６人）と 

なっており、それぞれ総人口に占める割合は、１１．５％、６１．０％、２７．５％

（うち、７５歳以上１５．０％）となっている。 
これを令和４年４月１日現在と比べると、年少人口割合は０．２ポイント低下、 

生産年齢人口割合は０．２ポイント上昇し、老年人口割合は変動がなかった。  

（本編第４表、図３） 
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２ 市区町村 

年少人口割合が最も高いのは、印西市の１６．７％で、次いで、流山市の１６．４％、

以下、袖ケ浦市１３．８％、千葉市緑区１３．５％、四街道市１３．４％の順となっている。

また、最も低いのは御宿町の６．０％で、次いで、鋸南町の６．２％、以下、勝浦市    

６．４％、九十九里町６．８％、銚子市の７．０％の順となっている。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、浦安市の６９．６％で、次いで、市川市の     

６７．０％、以下、千葉市中央区６６．３％、習志野市６４．１％、船橋市６３．８％

の順となっている。また、最も低いのは御宿町の４２．０％で、次いで、鋸南町の   
４４．２％、以下、南房総市４５．３％、長南町４７．２％、勝浦市の４７．６％の 

順となっている。 
老年人口割合が最も高いのは、御宿町の５２．０％で、次いで、鋸南町の４９．６％、    

以下、南房総市４７．１％、勝浦市４６．０％、長南町４５．８％の順となっている。  

また、最も低いのは浦安市の１８．４％で、次いで、市川市の２１．５％、以下、流山市

２２．５％、千葉市中央区２２．７％、習志野市２３．６％の順となっている。 
（表５、表６、図４） 
 
 

   表５ 高い順  （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 印西市 16.7 1 浦安市 69.6 1 御宿町 52.0 

2 流山市 16.4 2 市川市 67.0 2 鋸南町 49.6 

3 袖ケ浦市 13.8 3 千葉市中央区 66.3 3 南房総市 47.1 

4 千葉市緑区 13.5 4 習志野市 64.1 4 勝浦市 46.0 

5 四街道市 13.4 5 船橋市 63.8 5 長南町 45.8 
         
         

   表６ 低い順  （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 御宿町 6.0 1 御宿町 42.0 1 浦安市 18.4 

2 鋸南町 6.2 2 鋸南町 44.2 2 市川市 21.5 

3 勝浦市 6.4 3 南房総市 45.3 3 流山市 22.5 

4 九十九里町 6.8 4 長南町 47.2 4 千葉市中央区 22.7 

5 銚子市 7.0 5 勝浦市 47.6 5 習志野市 23.6 

 
※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。 
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３ １１地域 

   年少人口割合が最も高いのは、東葛飾地域の１２．２％で、次いで、葛南地域及び 

印旛地域の１２．０％となっている。なお、年少人口割合が最も低いのは夷隅地域の 

７．７％である。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、葛南地域の６５．２％で、次いで、千葉地域の   

６１．６％、東葛飾地域の６１．２％となっている。なお、生産年齢人口割合が最も 

低いのは夷隅地域の４７．９％となっている。 
老年人口割合が最も高いのは、夷隅地域の４４．４％で、次いで、安房地域の     

４２．７％、香取地域の３８．３％となっている。なお、老年人口割合が最も低いのは 

葛南地域の２２．８％となっている。（図５） 
 

 
※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 

    ※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。
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Ⅲ 年齢（５歳階級、各歳）別、男女別人口 

１ 年齢５歳階級別人口 

年齢５歳階級別にみると、５０～５４歳が５１３，３８３人で最も多く、総数に  

占める割合は８．１４％となっている。 
以下、４５～４９歳が４８６，６０３人で７．７１％、７０～７４歳が 

４３９，０８０人で６．９６％、５５～５９歳が４１６，８４６人で６．６１％、 
４０～４４歳が４１１，５１９人で６．５２％の順となっている。（表７） 

 
 

表７ 年齢５歳階級別人口 

年 齢 人 口（人） 
総数に占める 

割 合（%） 

総 数 6,307,481 100.00 

0～4 211,249 3.35 

5～9 248,134 3.93 

10～14 264,916 4.20 

15～19 277,408 4.40 

20～24 328,438 5.21 

25～29 340,257 5.39 

30～34 340,428 5.40 

35～39 374,840 5.94 

40～44 411,519 6.52 

45～49 486,603 7.71 

50～54 513,383 8.14 

55～59 416,846 6.61 

60～64 355,840 5.64 

65～69 349,744 5.54 

70～74 439,080 6.96 

75～79 378,412 6.00 

80～84 289,684 4.59 

85～89 177,761 2.82 

90～94 78,126 1.24 

95～99 21,675 0.34 

100～ 3,138 0.05 

 
 ※割合は、小数点第３位を四捨五入している。 
 ※数値について、単位未満で四捨五入しているため、合計の数値と内訳の計が一致 

しない場合がある。 
   

  



２ 年齢各歳別人口 

   年齢各歳別人口で最も人口が多いのは、第２次ベビーブーム世代に当たる４９歳の 

１０７，５０４人で、次いで、５０歳の１０７，２７６人となっている。（図６） 

 

 

  

 
 

 

 

 

  
総数  ６，３０７，４８１人  

図６ 千葉県人口ピラミッド 

（単位：人） 



Ⅳ 平均年齢 

１ 千葉県 

    令和５年４月１日現在の千葉県の平均年齢は、４７．６歳となっており令和４年  

４月から令和５年３月までの１年間に０．２歳上昇している。なお、男女別にみると、 

男性４６．３歳、女性４８．９歳となっている。 
また、千葉県の平均年齢は、平成２９年から令和５年までの６年間で１．７歳上昇

している。（本編第４表、図７） 
 

 
 
 ２ 市区町村 
    市区町村別の平均年齢が最も高いのは、御宿町の６０．５歳となっており、県の平均 

年齢を１２．９歳上回っている。以下、鋸南町５９．１歳、南房総市５７．７歳、勝浦市

５７．２歳、長南町５７．０歳の順となっている。 
また、平均年齢が最も低いのは、浦安市の４３．０歳で、県の平均年齢を４．６歳

下回っている。以下、流山市４３．６歳、印西市４４．１歳、市川市４４．９歳、成田市

４５．２歳の順となっている。（表８、表９） 
 

表８ 高い順  表９ 低い順 

順位 市区町村名 平均年齢（歳）  順位 市区町村名 平均年齢（歳） 

1 御宿町 60.5   1 浦安市 43.0  

2 鋸南町 59.1   2 流山市 43.6  

3 南房総市 57.7   3 印西市 44.1  

4 勝浦市 57.2   4 市川市 44.9  

5 長南町 57.0   5 成田市 45.2  

 

45.9 46.2 
46.5 46.7 

47.1 
47.4 47.6 (総数)

44.7 
45.0 45.2 

45.5 
45.8 

46.1 
46.3 (男)

47.1 
47.4 

47.7 
48.0 

48.3 
48.6 48.9 (女)

43.0

44.0

45.0

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

平成29年 平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

図７ 平均年齢の推移

総数 男 女
（単位：歳） 


